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ほくは広い道を選び、まっすぐ歩きはじめた。でも、しばらく行くと、何か透明な膜の上
うなものに邪魔されて、1歩も前に進めなくなってしまった。結局あきらめて、脇道に入る
〓〓にチェックして…620
67○
ほくらは、右のロープを選んでのぼった。が、残念ながら行き止まり。ちえつ。
ロープを降り、再び考える。右は行き止まりだから……。
●左のロープをのぼる416へ●中央のロープをのぼる7
(1度のぼったロープは、2度とのぼれません)
〓71
「とにかく、敵にいちいち付き合っていたら、身がもたないぞ。適当に逃げるのも手だな」
さすが、修行を積んだプー、言うことが一味違う。
「やっぱり、プーは冷静だなあ……
「うんうん。だって、ランマでは、すっごくつらい修行をしてきたんでしょう。さすがよね」
考え方が理路整然としてるんだ。今度、脳波とか、調べさせてくれないかい?」

